
第 17号 Dream五代塾新聞 令和 5年 (2023)12月 1日

鬱懲鵜橙鵜魃
1攀多,顆笏:輻1饂颯

1撫轟轟‐

旧
大
阪
市
立
大
学
関
係
者

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た

「五
代
友
厚
開
拓
使
官
有
物

払
い
下
げ
説
見
直
し
を
求
め

る
会
」
が
、
高
校
日
本
史
教

科
書
刊
行
五
社
に
対
し
て
五

代
記
述
の
誤
り
を
正
す
よ
う

に
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
五

社
中
四
社
が
三
〇
二
三
年
度

の
教
科
書
の
記
述
を
改
め
ま

し
た
。
こ
の
事
実
は
朝
日
新

聞
・読
売
新
聞
・産
経
新
聞
・

日
本
経
済
新
聞

・
奈
良
新
聞

に
大
き
く
報
道
さ
れ
、
ま
た

関
西
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
社
会

的
認
知
を
得
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
向
の
中

で
、
本
年
六
月
二
十
六
日
、

五
代
の
出
身
地
で
あ
る
鹿
児

島
の
県
議
会
に
お
い
て
、
藤

崎
剛

（た
け
し
）
議
員
が
塩

田
康

一
知
事
に
対
し
て
教
科

書
記
載
変
更
に
関
す
る
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
藤
崎
議
員

は
当
選
五
回
の
実
績
を
も

ち
、

「鹿
児
島
と
日
本
の
伝

統
を
生
か
し
、
未
来
を
創
造

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
問
　
【ハ
木
井
百
日

す
る
」
こ
と
を
基
軸
と
し
て
活
動
す
る
県
政
の
中
軸

で
す
。
以
下
の
県
議
会
議
事
録
の
抜
粋
は
、
筆
者
が
同

議
員
に
依
頼
し
て
提
供
を
受
け
た
も
の
で
す
。

一籐
崎
剛
議
轟興
の
量
闇

次
に
、
五
代
友
厚
の
教
科
書
記
載
の
変
更
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

我
々
が
高
校
時
代
、
教
科
書
で
習
っ
た
官
有
物
払

い
下
げ
事
件
。
こ
れ
は
、
明
治
政
府
に
よ
り
北
海
道
開

拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
政
府
が
投
資
し
た
工
場

な
ど

一
式
を
、
当
時
の
北
海
道
開
拓
庁
長
官
の
黒
田

清
隆
が
、
同
じ
薩
摩
つ
な
が
り
で
あ
る
商
人
、
五
代
友

厚
に
安
く
で
払
い
下
げ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。五
代
友
厚
は
、　
一
八
三
五
年
に
鹿
児
島
城
下
の
城

ヶ
谷
、
現
在
の
長
田
町
で
生
ま
れ
、
薩
英
戦
争
の
と
き

に
は
ス
イ
カ
売
り
決
死
隊
に
参
加
、
薩
摩
藩
英
国
留

学
生
に
選
ば
れ
、
串
木
野
の
羽
島
か
ら
渡
航
し
、
見
聞

を
広
め
、
帰
国
後
は
大
阪
商
法
会
議
所
を
創
設
す
る

な
ど
、
大
阪
経
済
の
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
三

〇
二
〇
年
、
三
浦
春
馬
が
主
演
し
た
天
外
者
で
映
画

化
さ
れ
、
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、

五

代

友

厚

の

歴

史

的

評

価

は

芳

し
く
な
く
、

そ

の

原

因

は
、
こ
の
教
科
書

記
載
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
に
関

係
す
る
人
物
の

教
科
書
記
載
に

つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
、
当
時
の
伊
藤
知
事
が
、
西
郷
隆
盛
の
教
科
書

記
載
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
、
西
郷
隆
盛
が
朝
鮮
半
島

に
攻
め
入
る
こ
と
を
論
じ
た
と
さ
れ
る
征
韓
論
と
さ

れ
て
い
た
教
科
書
記
載
に
つ
い
て
、
問
題
意
識
を
持

た
れ
、
使
い
の
者
、
す
な
わ
ち
使
者
を
派
遣
す
る
遣
韓

論
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
教
科
書
会
社

に
記
載
変
更
の
要
請
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
の
後
、
複
数
の
教
科
書
会
社
が
征
韓
論
と

遣
韓
論
の
並
列
表
記
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
現
在
の
五
代
友
厚
の
歴
史
教
科
書
記
載
に
つ
い
て

は
、
八
木
孝
昌
氏
の
研
究
に
よ
り
、
事
実
誤
認
で
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書

館
、
国
立
国
会
図
書
館
に
て
関
連
資
料
を
探
し
、
精
査

す
る
こ
と
で
真
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
事
実
誤
認
で
あ
る
な
ら
ば
教
科
書
記
載
の
変
更

を
す
る
べ
き
だ
と
、
大
阪
市
立
大
学
の
同
窓
会
を
中

心
に
署
名
活
動
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
も

百
十
名
ほ
ど
の
署
名
を
集
め
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

全
国
的
な
要
望
活
動
が
実
り
、
こ
の
た
び
山
川
出

版
社
、
実
教
出
版
、
清
水
書
院
、
第

一
学
習
社
の
高
等

学
校
教
科
書
に
お
い
て
、
教
科
書
の
記
述
が
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

五
代
友
厚
に
つ
い
て
、
歴
史
教
科
書
で
の
記
載
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
へ
の
塩
田
知
事
の
所
感
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
、
記
載
が
変
更
さ
れ
た
教
科
書
を
鹿
児
島

県
内
の
高
校
で
使
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
お
示
し

く
だ
さ
い
。

も
し
使
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
記
載
内
容
が
変
更
に
な

っ
た
旨
の
補
足
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
教
育
長

の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

文
Ｌ
醸

一
鐵
朕
靱
聰
螂

五
代
友
厚
の
教
科
書
の
記
載
変
更
に
対
す
る
所
感

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

五
代
友
厚
は
、
幕
末
に
は
パ
リ
万
博
へ
の
薩
摩
焼

等
の
出
品
を
実
現
さ
せ
、
薩
摩
藩
の
対
外
的
評
価
を

高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
、
明
治
以
降
は
大
阪
株
式
取

引
所
や
大
阪
商
業
講
習
所
の
設
立
に
関
わ
る
な
ど
、

大
阪
経
済
の
興
隆
に
奔
走
し
た
人
物
で
あ
り
、
郷
土

の
誇
り
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
教
科
書
記
載
の
変
更
に
よ
り
、
高
校

に
お
け
る
歴
史
教
育
が
客
観
的
か
つ
公
正
な
資
料
に

基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々

に
郷
土
の
偉
人
、
五
代
友
厚
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
そ

の
歴
史
的
評
価
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
記
載
内
容
の
変
更
は
、
五
代
が
設
立
に

関
わ
っ
た
大
阪
商
業
講
習
所
の
流
れ
を
く
む
旧
大
阪

市
立
大
学
の
Ｏ
Ｂ
等
の
活
動
の
影
響
が
大
き
い
と
伺

っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

大
阪
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（五
代
記
載
変
更
の
教
科
書
を
採
択
し
た
県
立
高
校

が
三
十
五
校
で
あ
っ
た
と
す
る
教
育
長
答
弁
は
省

略
。
）

五
鶉
袢
儘
靱
釉
薇

五
代
友
厚
の
認
知
度
と
人
気
は
、
地
元
鹿
児
島
で

は
従
来
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
一
つ
の
理
由
は
、
成
辰
戦
争
後
の
鹿
児

島
で
強
い
発
言
力
の
あ
っ
た
《武
勲
派
》
の
人
た
ち
か

ら
見
て
、
五
代
ら
の
《文
勲
派
》
が
新
政
府
の
要
職
に

登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
評
で
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
状
況
を
受
け
て
、
五
代
が
辞
官
後
の
明
治
二
年

末
に
帰
郷
し
、
身
辺
整
理
の
の
ち
鹿
児
島
を
離
れ
た

こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
日
本
史
教
科
書
等
が
五
代
に

つ
い
て
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
を
利
用
し
て
金
儲
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け
を
企
ん
だ
《
悪
徳
商
人
》
の
よ
う
に
記
述
し
て
き
た

こ
と
で
す
。
五
代

《
悪
徳
商
人
》
説
を

《定
説
》
と
し

て
き
た
日
本
歴
史
学
界
と
、
そ
の
《定
説
》
を
記
載
し

続
け
て
き
た
高
校
日
本
史
教
科
書
等
の
責
任
は
重
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
代
無
実
を
論
証
す
る
諸
研
究
書
の
刊
行
、
テ
レ

ビ
歴
史
番
組
に
お
け
る
五
代
無
実
の
説
明
、
映
画

「天

外
者
」
の
上
映
、
日
本
史
教
科
書
の
記
述
変
更
、
そ
の

記
述
変
更
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
の
報
道
、
そ
う
い
う

世
論
形
成
の
も
と
で
、
上
記
の
鹿
児
島
県
議
会
で
の

質
問
と
答
弁
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

藤
崎
議
員
の
行
き
届
い
た
質
問
に
対
す
る
塩
田
知

事
の
答
弁
は
、
簡
に
し
て
要
を
え
た
も
の
で
し
た
。
同

時
に
、

「郷
土
の
偉
人
、
五
代
友
厚
」
と
い
う
新
た
な

五
代
評
価
を
地
元
鹿
児
島
県
議
会
に
示
し
た
と
い
う

意
味
で
、
画
期
的
で
し
た
。

「郷
土
の
偉
人
、
五
代
友

厚
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
評
価
が
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
の
答
弁
は
、
こ
の
間
さ
ま

ざ
ま
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
五
代
名
誉
回
復
活
動

に
共
通
す
る
願
い
の
集
約
的
表
現
で
も
あ
り
ま
し
た
。

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
問

曾
野
豪
夫

未
知

の
国
オ

ー

ス
許

一フ
リ

ア
賣

轟

明
治
時
代
の
前
半
期
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て

嶼
太
利

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
も
濠
太
刺
利

（オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
も
未
知
の
国
だ
っ
た
。
私
は
開
戦
直
前
の
昭

和
十
六
年
四
月
末
に
シ
ド
ニ
ー
か
ら
の
帰
国
児
童
で
、

神
戸
御
影
の
国
民
学
校
二
年
生
に
転
入
学
し
た
。
両

国
を
即
座
に
判
別
で
き
な
い
級
友
も
い
た
。

兼
松
房
治
郎
は
大
阪
商
法
会
議
所
肝
煎
、
次
い
で

大
阪
商
船
会

社
の
創
業
時

取
締
役
を
辞

任
し
て
暫
く

休
養
し
た
の

ち
、
経
営
難

の
大
阪
日
報

を

買

収

し

た
。
社
論
や

多
く
の
記
事
も
自
ら
執
筆
、
編
集
し
、
印
刷
上
が
り
の

新
聞
の
発
送
業
務
ま
で
自
ら
督
励
し
た
。
あ
る
日
、
論

考
を
書
く
た
め
に
石
油
ラ
ン
プ
の
許
で
資
料
を
調
べ

て
い
る
と
濠
太
刺
利
と
日
本
の
貿
易
が
殆
ど
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
日
本
で
は
よ
う
や
く
綿
紡
績
会
社

数
社
が
明
治
十
年
来
の
政
府
直
接
保
護
を
十
九
年
に

打
ち
切
ら
れ
て

一
人
立
ち
し
始
め
、
幾
つ
か
の
新
し

い
企
業
の
進
出
機
運
も
見
ら
れ
て
い
る
頃
だ
っ
た
。

「
薦
館
貿
轟
」

維
新
後
官
吏
、
軍
人
、
警
察
官
、
鉄
道
員
、
郵
便
局

員
、
教
職
員
、
学
生
や

一
般
社
会
人
な
ど
の
制
服
や
洋

服
用
の
毛
織
物
は
輸
入
品
に
頼
っ
て
い
た
。
日
本
で

の
毛
織
物
の
製
造
は
明
治
八
年
に
官
営
の
千
住
製
絨

所
が
設
立
さ
れ
、
ほ
か
に
小
規
模
紡
績
会
社
が
数
社

あ
る
の
み
だ
っ
た
。
そ
の
羊
毛
原
料
の
輸
入
は
、
毛
紡

績
所
か
ら
大
倉
喜
八
郎
の
大
倉
商
会
な
ど
が
註
文
を

受
け
て
横
浜
居
留
地
の
例
え
ば
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン

・
マ

セ
ソ
ン
商
会
と
か
デ
ン
ト
商
会
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
商

館
に
発
註
す
る
方
式
だ
っ
た
。
殆
ど
の
外
国
商
館
で

は
日
本
人
は
裏
口
か
ら
し
か
入
館
で
き
ず
、
し
か
も

日
の
青
い
館
長
に
は
会
わ
せ
て
貰
え
ず
、
外
国
語
に

堪
能
な
辮
髪
の
清
国
人
の
買
弁
と
し
か
交
渉
が
で
き

な
か
っ
た
。
（そ
の
交
渉
場
面
を
想
像
し
て
下
さ
い
。
）

日
本
か
ら
濠
洲
そ
の
他
に
輸
出
さ
れ
る
米
も
欧
米
や

清
国
の
商
館
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。

兼
松
が
詳
し
く
調
べ
て
い
る
と
濠
太
剌
利
は
世
界

最
大
の
羊
毛
産
出
国
で
あ
る
。
維
新
後
の
日
本
の
欧

化
主
義
の
世
情
か
ら
見
る
と
毛
織
物
の
輸
入
は
更
に

増
え
る
こ
と
は
明
確
だ
っ
た
。
何
し
ろ
兼
松
自
身
が

明
治
三
年
二
十
五
歳
の
時
に
横
浜
で
背
広
姿
の
写
真

を
残
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
時
代
の
先
が
読
め
る
。

（写
真
前
号
参
照
）

横
浜
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
は
受
け
た
註
文
を
英
京
□

ン
ド
ン
の
本
社
に
送
る
、
本
社
は
シ
ド
ニ
ー
の
関
連

会
社
に
発
註
す
る
。
買
い
付
け
ら
れ
た
原
毛
は
シ
ド

ニ
ー
な
リ
メ
ル
ボ
ル
ン
の
港
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
汽
船

で
本
国
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
港
に
輸
送
さ
れ
、
中
世
以

来
の
羊
毛
産
業
地
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
洗
毛
さ
れ
る
。

そ
の
洗
上
羊
毛
が
イ
ギ
リ
ス
の
船
で
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

港
か
ら
は
る
ば
る
横
浜
港
に
送
ら
れ
て
く
る
…
為
替

の
決
済
も
同
じ
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
る
…

日
本
の
将
来
の
洋
風
化
と
国
益
を
考
え
る
と
、
日

本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
直
接
貿
易
は
必
須
の
課
題

で
あ
る
。
明
治
九
年
以
来
仕
え
た
五
代
友
厚
の
直
貿

易
論
は
、
幕
末
維
新
の
頃
か
ら
の
自
身
の
多
く
の
経

験

（次
号
で
紹
介
す
る
）
か
ら
も
痛
感
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。

「
ン
ド
ニ
…
通
信
」

明
治
二
十
年
、
大
阪
日
報
を
買
収
し
た
兼
松
は
数

ヶ
月
後
の
十

一
月

一

日
、
経
営
を
矢
野
亨

（前
大
阪
府
立
商
業

学
校
長
）
に
託
し
て
神

戸
港
か
ら
シ
ド
ニ
ー

に
向
か
っ
た
。乗
船

一

ヶ
月
半
後
の
翌
十

二

月
十
三
日
早
朝
シ
ド

ニ
ー
に
到
着
し
た
。神

戸
か
ら
書
状
で
予
約

し
て
い
た
ホ
テ
ル
は

「空
室
が
な
い
」
と
断

ら
れ

（理
由
は
ご
推
察
通
り
で
あ
る
）
、
な
ん
と
か
格

落
ち
の
ホ
テ
ル
に
投
宿
で
き
た
。
早
速
入
港
時
に
船

上
か
ら
み
た
シ
ド
ニ
ー
湾
の
詳
細
な
観
察
と
、
シ
ド

ニ
ー
の
港
湾
設
備
の
状
況
を
歩
い
て
調
べ
た
事
項
を
、

翌
日
大
阪
日
報
宛
て
に

「濠
洲
斯
土
尼

（シ
ド
ニ
ー
）

通
信
」
第

一
報
と
し
て
書
い
て
船
便
で
送
っ
た
。

兼
松
は
、
明
治
三
年
か
ら
二
年
間
程
横
浜
で
英
語

を
習
っ
た
が
二
十
年
間
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

船
の
中
で
少
し
は
勉
強
し
た
こ
と
だ
ろ
う
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
訛
り
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
私
は
兼
松

を
退
職
後
五
年
間
余
り
在
京
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使

館
で
対
豪
投
資
促
進
顧
間
と
し
て
勤
務
し
た
が
、
今

で
も
偶
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
話
し
て
い
て
戸
惑

う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
後
大
阪
日
報
に
送
信
し
た
多
く
の
記
事
は
各

輸
出
入
商
品
に
及
び
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
例
え
ば

「昨
年
中
に
於
て
、
当
シ
ド
ニ
ー
港
に
出
入
り
し
た

る
船
舶
の
統
計
は
、
入
港
汽
船

一
千
六
百
六
十
五
艘
、

此
の
噸
数
三
百
十
万
九
千
八
百
三
十
噸

（
一
噸
は
大

凡
わ
が
国
三
方
勺
四
十
個
強
に
該

（あ
た
）
る
）
、
通

常
小
舟
六
万
三
千
四
百
十
八
艘
に
て
、
出
航
の
汽
船

は
千
五
百
八
十

一
艘
、
此
の
噸
数
三
百
五
万
四
千
四

百
十
九
噸
、
通
常
小
舟
五
万
四
千
三
百
三
十
隻
な
り

…
」
。
こ
の
調
子
で
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
の

各
商
品
ご
と
の
輸
出
入
噸
数
と
金
額
の
統
計
を
詳
細

に
書
き
連
ね
て
大
阪
日
報
に
船
便
を
得
て
送
っ
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
は

「メ
ル
ボ
ル
ン
通
信
」
と
し
て
送

っ
た
。
私
に
は
と
て
も
ま
ね
の
で
き
な
い
詳
細
な
出

張
報
告
だ
っ
た
。
ま
た

一
般
的
強
事
項
は

「濠
洲
論
」

と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

且
つ
て
幕
末
時
代
に
、
遣
米
欧
使
節
団
の
派
遣
や

長
州
藩
の
伊
藤
博
文
、
薩
摩
藩
の
五
代
友
厚
な
ど
が

欧
州
に
密
航
し
た
時
の
よ
う
に
、
兼
松
も
現
地
で
港

湾
設
備
や
近
代
倉
庫
な
ど
の
ほ
か
、
各
地
の
裁
判
所
、

造
幣
局
、
郵
便
局
、
銀
行
、
株
式
取
引
所
、
商
法
会
議

所
、
公
立
図
書
館
、
教
会
、
病
院
、
大
学
、
博
物
館
、

牧
畜
場
な
ど
を
精
力
的
に
見
学
し
て
そ
の
見
聞
録
を

大
阪
日
報
に
送
り
続
け
た
。
日
本
に
は
な
い
競
売
場

（オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
は
兼
松
の
生
れ
る
二
年
前
に
発

足
し
、
四
十
五
年
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
詳
し
く
紹

介
記
事
を
書
い
て
い
た
。

ま
た
西
洋
式
建
築
物
や
住
宅
建
築
に
も
関
心
を
寄

せ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
、
神
戸
に

洋
式
の
事
務
所
を
建
築

（設
計
河
合
浩
蔵
）
し
た
の
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
得
た
知
見
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
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た
。
（平
成
十
五
年
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
写
真
は
次
号
に
掲
載
す
る
。
）

兼
松
は
濠
洲
と
直
接
の
貿
易
を
開
始
し
よ
う
と
、

私
費
で
渡
濠
し
て
調
査
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
営

難
の
大
阪
日
報
の
社
主
な
の
で
新
し
い
世
界
の
記
事

を
現
地
か
ら
書
き
送
る
こ
と
は
当
然
か
も
知
れ
な
い

が
、
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
て
調
査
事
項
を
万
人
に

公
開
す
る
こ
と
は
他
人
に
塩
を
送
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
兼
松
は
個
人
で
集
め
た
情
報

を
国
家
と
国
民
の
た
め
に
新
聞
紙
上
に
七
十
七
回
に

わ
た
っ
て
公
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
五
代
の
心
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
兼
松
は
半
年
後
の
二
十

一
年
六

月
帰
国
し
た
。

帰
国
し
て
見
る
と
、
大
阪
日
報
は
経
営
不
振
で
三

十
日
に
は
休
刊
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
新
聞

紙
条
例
の
規
定
に
よ
り
五
十
日
目
の
体
刊
期
限
毎
に

納
本
用
紙
を
印
刷
し
て
命
脈
を
保
ち
つ
つ
、
藤
田
伝

三
郎
な
ど
旧
知
の
友
人
か
ら
出
資
を
仰
ぎ
資
本
金
三

万
円
の
組
合
組
織
と
し
て
、
社
名
を
変
更
し
た
。
十

一

月
二
十
日

「大
阪
毎
日
新
聞
」
第

一
号
が
発
行
さ
れ
た
。

経
営
は
組
合
委
員
た
る
兼
松
自
ら
が
当
り
、
主
幹
兼

任
と
な
っ
て
業
務
を
統
括
し
た
。
そ
の
発
行
趣
意
書

に
は
、
従
来
の
新
聞
が

「政
治
主
義
の
争
軋
」
に
専
ら

で
あ
る
の
で
、
「不
偏
中
立
の
実
業
新
聞

（ビ
ジ
ネ
ス

ニ
ュ
ー
ス
）
を
発
行
し
て
…
商
工
実
業
者
を
誘
液
開

導
す
る
こ
と
」
と
し
、
「日
々
の
物
価
表
を
詳
載
す
る
」

こ
と
を
表
明
し
た
。

主
筆
に
は
東
京
か
ら
小
説

『佳
人
之
奇
遇
』
（全
八

編
）
で
文
名
高
か
っ
た
東
海
散
士
、
即
ち
柴
四
郎
を
迎

え
た

（軍
人
、
小
説
家
、
衆
議
院
議
員
）
。
兄
柴
五
郎

は
、
明
治
三
十
二
年
北
清
事
変

（義
和
団
事
件
）
の
北

京
籠
城
で
陸
軍
中
佐
と
し
て
活
躍
し
た
。
の
ち

陸
軍
大
将
。
映
画

「北
京
の
５５
日
」

（米
１
９
６
３
、主

演
伊
丹
十
三
）
。

０
〇
一〇
３の
一　∽
ゴ
一σ∞
（Ｗ

活
躍
が
三
年
後
の

日
英
同
盟
締
結
に
貢
献
し
た
、
と
言
わ
れ
て
い

る
。
（今
年

一
月
、
日
英
円
滑
化
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
）

轟
濠
震
躍

薫
総
一轟
治
糠
繭
鷹

大
阪
毎
日
新
聞
社
を
本
山
彦

一
に
譲
り
、
兼
松
は

日
濠
貿
易
会
社
設
立
の
た
め
に
資
金
集
め
を
始
め
た
。

し
か
し
未
知
の
国
と
の
事
業
に
積
極
的
に
出
資
し
て

く
れ
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
結
局
保
有
の
株
券
、
金
融

資
産
を
売
却
し
、
大
阪
中
之
島
に
所
有
の
土
地

一
、
八

〇
〇
坪
と
自
宅

（現
在
の
日
本
銀
行
大
阪
支
店
西
側

の
部
分
で
記
録
に
は
な
い
が
四
年
前
に
亡
く
な
っ
て

い
た
五
代
の
敷
地
に
隣
接
し
て
い
た
と
私
は
推
測
す

る
）
や
玉
江
町
の
倉
庫
を
売
却
し
て

一
万
円
程
の
現

金
を
作
っ
た
。

厚
誼
を
得
て
い
た
住
友
家
総
代
理
人
の
広
瀬
宰
平

一
〇
、
○
○
○
円
、
三
井
組
銀
行
時
代
の
恩
人
西
邑
席

四
郎
五
、
○
○
○
円
、
藤
田
鹿
太
郎
二
、
五
〇
〇
円
な

ど
数
氏
か
ら
合
計
二
万
三
千
円
程
の
資
金
を
得
て
、

明
治
二
十
二
年
八
月
神
戸
栄
町
通
り
に
資
本
金
三
万

円
の
さ
さ
や
か
な
会
社
を
発
足
さ
せ
た
。

「日
濠
貿
易

兼
松
房
治
郎
商
店
」
創
業
の
主
意
書

「…
幸
二
此
業
ニ
シ
テ

果
シ
テ
隆
盛
ヲ
見
ル
二

至
ラ
バ
独
り
我
々
ノ
利

益
ナ
ル
而
己
ナ
ラ
ズ
或

ハ
国
家
二
神
益
ス
ル
コ

ト
ナ
シ
ト
セ
ズ
…
」

最
初
の
神
戸
の
店
舗
は

間
口
二
間
半
、
奥
行
き
五

間
、
建
坪
九
坪
余

（三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
三
階
建

て
、
そ
れ
に
約
九
坪
の
倉
庫
が
付
随
し
て
家
賃
が
六

円
だ
っ
た
。
当
初
は
前
年
香
港
で
知
り
合
っ
た
青
年

北
村
寅
之
助

（
二
十
七
歳
）
他

一
名
。
年
末
ま
で
に
は

丁
稚
、
小
僧
と
共
に
九
名
と
な
っ
た
。
全
員
三
食
と
も

一
回
十
銭
の
安
弁
当
だ
っ
た
。
子
供
の
い
な
い
兼
松

夫
妻
は
神
戸
花
隈
に
小
さ
な
貸
家
を
借
り
た
。
家
賃

九
円
五
十
銭
。
友
人
に

「兼
松
君
、
狂
せ
リ
ー
」
、
「成

功
せ
ば
船
場
を
逆
立
ち
し
て
歩
い
て
見
せ
る
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
宜

（む
べ
）
な
る
か
松
、
で
あ
る
。

（記

録
に
そ
の
人
名
が
書
い
て
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
）

翌
二
十
三
年

一
月

十
五
日
兼
松
は
、香
港

で
多
少
貿
易
を
知
り

英
語
を
解
す
北
村
を

帯
同
し
て
三
度
目
の

渡
濠
を
し
た
。船
倉
に

は
大
阪
で
買
い
集
め

た
雑
貨
類
、
即
ち
陶

器
、
漆
器
、
竹
器
、
燐

寸

（
マ
ッ
チ
）
そ
の
他

日
本
趣
味
の
雑
貨
類

が
積
み
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
有
利
売
却
し
て
二
人
の
出
張
旅
費
と

神
戸
本
店
の
従
業
員
の
給
与
な
ど
に
充
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
二
月
十
七
日
シ
ド
ニ
ー
港
に
到
着
、
四
月

一
日
市
内
に
事
務
所
を
借
り
て

ｚ
∽三
州
に
支
店
登
記

を
し
た
。
代
表
者
兼
松

（そ
の
後
北
村
）
。
日
本
人
と

し
て
初
め
て
の
登
記
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

国
情
習
慣
も
分
か
ら
ず
、
暗
中
模
索
な
が
ら
そ
の
月

早
く
も
濠
州
か
ら
牛
脂
二
十
九
樽
、
牛
皮
三
二

一
枚

を
輸
出
し
た
。
大
阪
毛
糸
紡
績
よ
り
註
文
を
受
け
て

い
た
洗
上
羊
毛

一
八
七
俵
を
シ
ド
ニ
ー
競
売
場

（オ

―
ク
シ
ョ
ン
）
で

買
付
け
て
輸
出
し

た
の
は
五
月
二
十

二
日
で
あ
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
が
日
本

人
み
ず
か
ら
の
手

に
よ
っ
て
日
本
向

け
に
直
接
輸
出
さ
れ
た
最
初
の
荷
口
と
し
て
日
豪
通

商
史
上
に
記
録
的
な
も
の
で
あ
る
。
八
月
、
兼
松
は
後

事
を
北
村
に
託
し
て

一
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
。

経
済
は
濾

兼
松
が
貿
易
業
を
創
業
し
た
明
治
二
十
二
年
か
ら

世
界
的
に
銀
相
場
が
高
騰
し
、
銀
本
位
制
の
日
本
は

翌
二
十
三
年
、
兼
松
が
シ
ド
ニ
ー
で
支
店
登
記
を
し

て
い
る
頃
か
ら
金
融
恐
慌
を
き
た
し
経
済
が
混
乱
し

た
。
こ
の
た
め
、
大
阪
毛
糸
紡
績
は
解
散
し
た
の
で
太

平
洋
を
北
上
中
の
洗
上
羊
毛
は
行
き
場
を
失
っ
た
。

兼
松
は
二
十
三
年
第
二
次
、
二
十
四
年
第
三
次
渡

航
を
し
た
。
そ
れ
迄
は
香
港
経
由
だ
っ
た
が
、
初
め
て

英
国
籍
の
チ
ャ
イ
ナ

・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
直
行
船

を
利
用
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
の
丸
の
内
と
も
言
う
べ
き

オ
ツ
コ
ン
ネ
ル
街
の

一
流
ビ
ル
に
数
室
を
借
り
た
。

そ
の
後
陣
容
も
増
え
、
大
正
九
年
建
物
が
競
売
に
付

さ
れ
兼
松
は
大
競
合

（∽
■
ユ
鮮
の
Ｑ
σ
一Ｑ
Ｑ
一うｏ
）
し
て

競
落
し
た
。
私
の
父
は
こ
の
ビ
ル
で
大
東
亜
戦
争
開

戦
迄
十
三
年
間
勤
め
た
。
こ
の
建
物
は
昭
和
四
十
年

ま

で
使

用
さ
れ

た
。明
治
二
十
六
年

か
ら
今
度
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
大

恐
慌

に
見
舞

わ

れ
、
偶
々
前
年
か

ら
シ
ド
ニ
ー
に
第

四
次
出
張
を
し
て
い
た
兼
松
は
金
融
上
進
退
窮
ま
る

状
況
に
陥
っ
た
。
万
策
尽
き
て
意
を
決
し
て
取
引
銀

行
の
支
配
人
に
お
ぼ
つ
か
な
い
英
語
で
窮
状
を
訴
え

て
、救
わ
れ
た
。

翌
年
二
月
神

戸
港
に
帰
国
し

た
。
颯
爽
と
し

た
洋
行
帰
り
の

兼
松
を
、
と
出

迎
え
た
友
人
は

や
せ
衰
え
、
見

す
ば
ら
し
い
身

な
り
の
本
人
を

見
て
或
い
は
涙

し
、
或
い
は
頑
固
な
彼
を
し
ば
ら
く
突
き
放
し
て
お

こ
う
と
話
し
合
っ
た
。
二
十
七
～
二
十
八
年
の
日
清

戦
争
後
、
日
本
は
三
十
年
か
ら
三
十
四
年
に
か
け
て

大
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
横
浜
正
金
銀
行
神
戸
支

店
の
支
援
で
難
局
を
切
り
抜
け
た
。
三
十
七
～
三
十

八
年
、
日
露
戦
争
。
兼
松
の
陣
容
は
五
十
名
を
前
後
す

る
ま
で
に
増
え
た
。

『英日同盟協約祝賀会』 (京都 )

創業時の兼松房治郎と兼松商店

の

，ＩＣ

初

ｖｏ

最

Ｉｎ

る

ｇ

Ｌよ

・Ｉｎ

に

ｐｐ

松

ｈｉ

兼

Ｓ

濠

Ｗｏ

容陣の店

。

本

た

戸

い

神

ど

店

ほ

商

人

松

‐０

燕

，１
０
■
年
計
３３
刻

ム
凋
一示

明

東 シドニーの兼松ビル

3
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第

１１

回
五
代
塾

セ
ミ
ナ

ー
実
施

日
時

中
２０２
年
１０
月
２１
日

（土
）
１４
時
～
１６
時

場
所

中
川
口
宅

勉
強
内
容

・
進
行

（川
口
建
）

教
材

】
「開
学
の
祖
　
五
代
友
厚
小
伝
」
１８
話

（著
者
八
木
孝
昌

・
非
売
品
）

第
１
話

「五
代
才
助
世
界
地
図
模
写
謂
の
真
実
」

私
が
こ
の
世
界
地
図
を
見
た

の
は
今
か
ら
８
年
前
に
な
る
２

０
１
５
年
１１
月
２７
日
、
大
阪
府

寝
屋
川
市
在
住
の
吉
崎
敬
三
氏

に
見
せ
て
頂
い
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
京
阪
電
車
天
満
橋
駅
ビ
ル

の
喫
茶
店
で
お
会
い
し
、
持
参
の

世
界
地
図
を
開
こ
う
と
し
た
が
、

あ
ま
り
の
大
き
さ

（縦
‐００

ｃｍ
×

横
２００

ｃｍ
）
と
破
れ
て
し
ま
し
そ
う
な
古
紙

（
一
部
穴

が
開
き
折
り
目
が
今
に
も
破
れ
そ
う
）
で
あ
り
、
喫
茶

店
の
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
上
で
は
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
場
所
を
変
更
し
改
め
て
拝
見
し
ま
し
た
。

地
図
を
広
げ
そ
の
大
き
さ
と
緻
密
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
五
代
家
の
人
々

（五

代
友
厚
も
）
が
触
れ
て
い
た
地
図
に
‐７６
年
の
時
を
超

え
、
自
分
の
手
に
取
っ
て
拝
見
し
た
時
の
興
奮
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

吉
崎
氏
の
お
話

で
は
、
仏
壇
の
引

き
出
し
に
代
々
大

切
に
保
管
し
て
い

た
が
、
ど
の
よ
う

な
由
来
が
あ
る
物

か
は
詳
し
く
は
解

つ
て
お
ら
ず
、
こ

の
年
の
秋

（２
０

１
５
年
）
か
ら
始

ま
っ
た

ｚ
〓
バ
連
続
テ

レ
ビ
小
説

「あ
さ
が
来

た
」
の
五
代
友
厚

（五

代
役

】
デ
ィ
ー
ン
・
フ

ジ
オ
カ
）
の
登
場
で
、

も
し
か
し
た
ら
！

深

い
関
わ
り
が
あ
る
の

で
は
、
そ
の
事
実
が
分

か
る
の
で
は
？
、
と
問

い
合
わ
せ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

後
、
鹿
児
島
県
の
吉
満
庄
司
氏

（当
時
鹿
児
島
県
知

事
公
室
政
策
調
整
課
）
に
分
析
依
頼
し
た
結
果
、
世
界

地
図
の
左
側
に
継
ぎ
足
さ
れ
た
父
五
代
秀
尭
の
添
書

き
に
よ
り
五
代
家
が
描
い
た
地
図
に
間
違
い
が
な
い

こ
と
を
確
定
し
、
翌
年
の
『鹿
児
島
史
学
２
０
１
６
年

第
６２
号
』
に
研
究
論
文

（五
代
友
厚
の
開
明
性
を
育

ん
だ
家
庭
環
境
―
五
代
友
健
模
写
の

「新
訂
万
国
全

図
」
を
中
心
に
―
）
と
し
て
発
表
し
て
頂
き
、
広
く
世

に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
代
秀
尭
の
添
書
き
に
よ
る
と

（後
半
部
分
よ
り
）

「
ｏ
・
・
（省
略
）
正
確
に
世
界
各
地
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
地
名
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
何
も
な

い
一
私
が
見
た
所
、
こ
れ
が
最
良
の
世
界
地
図
で
あ
る
。

で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
模
写
を
つ
く
っ
て
、
座
右
に
置

か
な
い
で
い
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
息
子
の

友
健

（徳
夫
）
に
こ
れ
を
写
さ
せ
た
。
友
健
は
喜
ん
で

こ
の
命
令
に
従
い
、
図
と
文
字
を
模
写
し
た
。
今
年
の

秋
の
９
月
１
日
か
ら
仕
事
を
初
め
て
、
晦
日
に
至
る

約
３０
日
間
で
仕
上
げ
た
。
四
隅
の
小
図
は
本
田
氏
出

身
の
妻
や
す
が
模
写
し
た
。
妻
は
こ
れ
を
表
装
し
て

当
家
の
所
蔵
品
と
し
た
。
友
健
は
１３
歳
。
模
写
地
図

を
見
る
者
は
そ
の
精
緻
さ
に
感
嘆
し
て
神
童
だ
と
称

え
、
大
人
で
も
及
ば
な
い
と
し
た
。
そ
う
い
う
模
写
が

実
に
子
供
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
西

洋
人
が
皇
国
を
窺
っ
て
い
る
と
聞
く
。
兵
法
は
、
相
手

を
知
り
己
を
知
る
こ
と
を
第

一
と
す
る
。
世
界
の
情

勢
を
そ
ら
ん
じ
る
ほ
ど
に
知
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど

う
し
て
敵
の
状
況
を
知
っ
て
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。
計
り
ご
と
の
始
ま
り
は
ま
ず
こ
の
地
図
を

見
て
調
べ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

天
保
十
年
十
二
月
　
五
峯
山
人
　
五
代
秀
尭
識
す
」

一
方
、
五
代
友
厚
の
伝
記
は
数
多
く
発
刊
さ
れ
て

い
る
が
、
「世
界
地
図
の
模
写
」
に
関
す
る
記
述
は
ほ

と
ん
ど
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「五
代
友
厚
の
父
親
で
あ
る
秀
尭
が
、
藩
主
島
津
斉

彬
よ
り
海
外
か
ら
入
手
し
た
世
界
地
図
の
模
写
を
命

じ
ら
れ
、
１４
歳
の
友
厚
が
こ
れ
を
二
枚
書
き
写
し
、

一
枚
は
藩
主
に
献
上
し
、
も
う

一
枚
を
手
元
に
置
い
て

毎
日
こ
れ
を
眺
め
な
が
ら
世
界
に
目
を
開
い
た
。」

五
代
家
に
お
け
る
世
界
地
図
模
写
は
フ
ィ
ク
シ
∃

ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
兄
が
行
っ
た
仕
事
を
、

片
岡
春
卿
が
弟
の
仕
事
に
す
り
替
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、

幼

い

友

厚

（満

４
歳
）

が
両
親
や
兄

を
含
め
家
族

総
出
の
作
業

を

一
ヶ
月
間

眺
め
て
い
た

こ
と
は
、
五

代
友
厚
の
将

来
に
大
き
な

影
響
を
与
え

た
世
界
地
図

で
あ
っ
た
と

想
像
が
で
き

る
。こ
の
片
岡
春
卿

『
君
伝
』
の
発
刊
は
明
治
２８
年
。

五
代
徳
夫
は
明
治
２８
年

１２
月
４
日
に
歿
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
徳
夫
は
こ
の
『
君
伝
』
を
目
に
し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
、
真
実
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
関
係
者
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
（川
口
建
）

曽野豪夫氏、小久保芳典氏
2015年 11月 27日 川口建写す

0爆,"F即●蟄鷲秦゛

五代家 0吉崎家の家系図

メキシコ湾フロリダ半島辺りの拡大写真

兎年がピ∃ンピ∃ンと早く過ぎ、来年は何かをつかみ取りながら上昇する勢いの

ある辰年です。Dream五代塾はお陰様で来年は4年目を迎えることとなりました。
塾の立ち上げ後 3年を振り返るとコロナの 3年といっても過言ではありませんで

したが、皆様のご協力もあり当新聞「Dream五代塾 Sinbun」 も第 17号まで発刊できました。また、今
年の出来事は、五代友厚に関しては開拓使払い下げ事件の名誉を回復し教科書の修正がされたこと、私

達の活動としては4月 23日 に『新 0五代友厚伝』著者の八木孝昌先生と映画「天外者」の田中光敏監督と

のコラボレイション企画を実施し、大勢の皆様方と有意義な時間を共有できたこと、また座学の継続的開

催がスタートできたことでした。

会員の皆様の応援のお陰と深<感謝しております。来年も倍旧のご支援を賜りますよう心よりお願い

申し上げます。そして、皆様方からの記事 (ゆかりの地訪間記など)0ご意見など是非よろし<お願い申し

上げます。よいお年をお迎え<ださい。(川回建記)

儡
蝙
餘
碑
鰺
餘
凸
悽
鰊
晰
卜
箭
‡
鶉
燿

日
時

】
２０２３
年
１２
月
１６
日

（土
）
１４
時
～
１６
時

場
所

中
川
口
宅

勉
強
内
容

・
進
行

（川
口
建
）

１０
月
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
き
、
教
材

¨
「開
学
の
祖

五
代
友
厚
小
伝
」
１８
話

（著
者
八
木
孝
昌

・
非
売

品
）
の
第
２
話

「英
君
島
津
斉
彬
と
長
崎
海
軍
伝

習
所
」
で
す
。

年
末
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
で
き
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、
メ
ー

ル
又
は
電
話
で
の
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。


